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とるべきポジションの声明 

 作業療法士は，よい精神的健康と幸福を促進する状況で仕事をする。その際に，精神保健の問題が発症

するのを防ぐことと，精神保健の困難を経験している人の回復を促進することの両方を意図する。 

 作業療法士は，人々が日常生活に参加し，結び付くことができるように，ホリスティックな，生物心理社

会的な，パーソン中心のアプローチを用いる。このアプローチは個人がすでにもっている潜在能力（ケイパ

ビリティ）と強み（ストレングス）を使うことを奨励するアプローチである。作業療法士がもつ関係性の構築

と，自己の治療的使用という専門技能は，心理社会的リハビリテーションとリカバリーのためのきっかけ

を提供し動機付けとなる意味のある活動を決定する上での重要な道具となる。 

 作業療法士は，エビデンスに基づいた個人的アプローチとポピュレーションアプローチを使って，人々が

自分のコミュニティにおいて，活動的に生産的になることができるようにする。この介入に含まれるのは，

技能トレーニング，教育，グループワーク，セルフマネジメントやストラテジーで，コミュティを奨励し，インク

ルージョンと参加を奨励するためのものである。 

環境の評価と適応も作業との結び付きを促進する助けとなり，ソーシャルサポートとネットワークを決

める。 

作業療法は，日常生活の参加を可能にし，健康や幸福や生活の質に影響を与える。作業療法士は，作業

的公正のために，家族や介護者を含む精神保健の問題を経験しているすべての人のためのエンゲージメ

ントへの平等なアクセスと機会のために主張する際の専門技能をもつ。 

 

作業療法にとってのポジションあるいは問題の重要性についての声明 

 作業療法の哲学では，症状の寛解は精神保健の問題からの回復のためには不十分だと認識している。

心理社会的問題は，人々の回復の経験，地域との関わり，生活の質に複雑な影響を与えるということも認

識している。 

 ある地域において，精神保健サービス提供者の不足は，作業療法士にとって実践モデルを拡大し，自分

たちが最初のサービス提供者となる機会となる。大勢の作業療法士がいる国は少なく 1，作業療法士は，

（全住民を対象とする）コンサルティングアプローチにおいて，より効果的に雇用されるかもしれない。

WFOT 会員組織は，人材ニーズの評価を必要とするかもしれない。それは，新しい，あるいは拡大された

サービスを開発・準備するための客観的分析を行うためである。 

 作業療法は，個人個人の独自性に価値をおくことにより，リカバリーを目指す実践と一致する。それは，

選択と機関を提供し，尊厳と尊重を促進し，パートナーシップアプローチをとる。そして，適度な挑戦とな

るような対応的サービスを提供するために，継続的に評価をしながら進行する。 

 

コミュニティや社会にとってのポジションの重要性の声明 

 よい精神保健は，人々が自分自身の潜在力を認識し，人生の通常のストレスに対処し，生産的に働き，自

身のコミュニティに貢献することを可能にするものである 2．世界中の 4 人に 1 人は，人生の中で，精神

保健の問題や神経学的障害をもつ 3。そして，知られた精神保健の問題を持つ人の 3 分の 2 は，保健サ

ービスを求めたことがなく，多くが別の病気ももっている 2。精神や身体の健康における合致しないニー

ズの早期発見は，関連サービスで働く作業療法士によって，特定され対処されることがある。 

 世界的には，精神保健の問題の高い発症率は，学校，職場，家庭での参加，レジャーを行うときに重大な

影響を及ぼす。こうした参加のすべては，家族やコミュニティの社会経済活動を行い，貢献するために重要

である。 

 WFOT は国連の持続可能開発目標 3 と WHO 精神保健アクションプラン 2013-20205,2 をサポート

し，分野横断の原則とアプローチ，世界的な精神保健の優先課題の中で，行動計画目標を達成するための

パートナーシップを申し出ている。 

 

要約と結論 

 作業療法士は，精神保健の問題は，個人，その家族やコミュニティのネットワークに広範な影響を及ぼす

と認識している。作業療法における専門家として，精神保健の問題の発症を予防し，人々の作業ニーズと

潜在力が，意味のある目的のある活動に結び付くことを通して充足されることを確実にしていくために，

積極的に取り組んでいく。 
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